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弗されなかった｡3頭のオランウータンは,いず
れも凝集されなかった｡2頭のアジルテナガザ ル,
1頭のシロテテナガザルは,いずれもヒトの場合
の畠の強さで糾 された｡
オナガザル科では,ニホンザル,カニクイザル,
ボンネットモンキー,ブタオザル,ベニガオザル.
チベットモンキー,タイワンザル,アカゲザル,
アッサムモンキー,バ バーリエイブ,マントヒヒ,
バクスモンキー,サバンナモンキーを各々1-53
頭試験したが,いずれも凝集されなかった｡しか
し,シシオザル2頭は疑陽性程度の凝集を示した｡
マ-モセット科のワタポウシタマリンは凝舛さ
れなかった｡
オマキザル科では,チュウベイクモザル,ノド
ジロオマキザル,コモンr)スザル,ヨザルが凝典
されなかったが,2頭のフサオマキザルはヒトの
去程度の強さで凝熊された｡
ロリス科のオオガラゴ,ツパイ科のコモンツパ
イは凝集きれなかった｡
オランウータン科で凝集反応陰性だったもの全
て,オナガザル科で陰性だったものの一部につい
て,赤血球によるレクチンの吸収実験を行ったが,
いずれも陰性であった｡チンパンジー間で,汲熊
が退伝的性質であるか否かを検討したが,結論は
まだ得られていない｡
児型のrグロビン逝伝子が存在する｡ヒトに存在
するGTとATの2つのTグロビン埠伝子はチンパ
ンジーとゴリラにも存在するがオランウータンな
ど他のサルでは別の型の2つのγグロビン遺伝子
が存在する｡本研死はマカクを手初めに未知のr
グロビン氾伝子の配列状態について制限酵素とサ
ザ-ン･プロッティング法を利用して検討するこ
とを目的とした｡
今回の材料は81頭のニホンザル,それぞれ2頭
のアカゲザル,ブタオザル,カニクイザル,タイ
ワンザル,ベニガオザル,ボンネットザル,アッ
サムザル,クロザルなどからの白血球DNAであ
った｡
DNAを制限酵素Bgllで切断してfZI気泳動し
ヒトのGrIVS2をプローブにしてハイブリダイ
ゼーションをするとヒトでは18kbのバンドが認め
られる｡ニホンザルでは8.2と5.5kbのバンドを
有するものが約号,8･2と5･5と5･Okhのバンド
を有するものが的古に認められT=｡ly7iFこおいて
8.2kbの正視した16kbのバンドが認められた｡13
kbのバンドはアカゲザル,ブタオザル,カニクイ
ザル,タイワンザル,クロザルなどに認められ,
アカゲザル,ブタオザル,タイワンザルなどでは
同時に8.2と5.5kbのバンドも認められた｡制限
酢窮Ps+Ⅰを用いた場合,多くのマカクで7.7と
4.9と4.2kbのバンドが認められた｡1頭のニホ
ンザルでは同時に8.4と1.7kbのバンドが認めら
れ,ベニガオザルとアッサムザルでは同時に4.4
kbのバンドが認められた｡ボンネットザルでは1
頭か7.7と5.6と4.2kb,1頭が7.7と5.6と49
と4.2kbのバンドを示した｡
制限酵素切断片の長さの多型(RFLP)が上述
の様に種により,あるいは生息地により異なった
状態で固定しているとすれば,柾あるいは集団の
形成分析にグロビン退伝子のRFLPの研究は極め
て有効な手段であると考えられる｡
霊長矧こおけるrグJ)ピン逓伝子の比較
沼水宏次(愛知コロニー･発遜障召研)
旧世界ザルからヒトに至る詔長城では2つの胎
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